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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体（１）に搭載され、前記移動体の投影面（３ａ）に画像を投影することにより、
前記画像を虚像（４）として前記移動体の室内から視認可能に表示するヘッドアップディ
スプレイ装置であって、
　発光する光源（１０）と、
　前記光源から第１光路（３０）を経由した光によって発光表示される前記画像を、第２
光路（３２）を経由して前記投影面に投影する画像表示パネル（２０）と、
　前記第１光路において前記光源からの光を反射して前記画像表示パネル側に導くと共に
、前記第２光路において前記画像の光を反射して前記投影面側に導く共有ミラー（１４）
とを備えることを特徴とするヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記画像表示パネルは、透過型液晶パネルであり、
　前記画像表示パネルは、前記画像表示パネルの法線方向に沿って照明されることを特徴
とする請求項１に記載のヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記第１光路のうち、前記光源と前記共有ミラーとの間において、前記画像表示パネル
に照明される照明範囲を設定する範囲設定部材（１２）と、
　前記第１光路のうち、前記共有ミラーと前記画像表示パネルとの間において、前記画像
表示パネルに照明される照射角を設定する角度設定部材（１６）とを備えることを特徴と
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する請求項１又は２に記載のヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記第１光路のうち、前記光源と前記共有ミラーとの間において、前記画像表示パネル
に照明される照明範囲を設定する範囲設定部材（１２）と、
　前記範囲設定部材の位置を調整する調整機構（１３）とを備えることを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項に記載のヘッドアップディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記共有ミラーは、平面ミラーであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項
に記載のヘッドアップディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体に搭載されるヘッドアップディスプレイ装置（以下、ＨＵＤ装置）に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、移動体に搭載され、移動体の投影面に画像を投影することにより、画像を虚像と
して移動体の室内から視認可能に表示するＨＵＤ装置が知られている。特許文献１に開示
の第１光路には、表示器としてバックライト、投射レンズ、及び画像表示パネルが配置さ
れている。バックライトは、発光する光源、集光レンズ、拡散板から構成されている。画
像表示パネルは、液晶パネルであって、光源からの光が第１光路を経由して照明すること
により、発光表示される画像を、第２光路を経由して投影面に投影している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－３９３８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示のＨＵＤ装置の第１光路は、ミラーを配置されていな
いため、一直線上に構成せざるを得なく、車両等の移動体に搭載されるにあたり限られた
スペースで、十分な幾何学的距離を確保することは困難である。そして、このような第１
光路では、焦点距離の短い投射レンズを光源の近くに配置せざるを得ない。その結果、光
源光が画面全体に広がる前に、照度ムラが生じた状態で入射するため、液晶パネルに表示
される画像に輝度ムラが発生していた。
【０００５】
　一方、第１光路に複数のミラーを配置する場合であっても、ミラーが増加する分、装置
のサイズが大きくなり、車両等の移動体に搭載することが困難であった。
【０００６】
　本発明は、以上説明した問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、輝度ムラを
抑制しつつ、小型化を両立するＨＵＤ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、移動体に搭載され、移動体の投影面に画像を投影することにより、画像を虚
像として移動体の室内から視認可能に表示するヘッドアップディスプレイ装置であって、
発光する光源と、光源から第１光路を経由した光によって発光表示される画像を、第２光
路を経由して投影面に投影する画像表示パネルと、第１光路において光源からの光を反射
して画像表示パネル側に導くと共に、第２光路において画像の光を反射して投影面側に導
く共有ミラーとを備えることを特徴とする。
【０００８】
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　このような本発明のＨＵＤ装置は、移動体の限られたスペースに搭載されるので、小型
化が必要となる。そして、画像表示パネルは、光源から第１光路を経由した光によって発
光表示する画像を、第２光路を経由して投影面に投影する。ここで、画像の輝度ムラを抑
制するためには、画像表示パネルにおける照度ムラを抑制する必要がある。そこで、第１
光路において、光源からの光を反射して画像表示パネル側に導くミラーにより、第１光路
に沿った幾何学的距離を確保することができる。さらには、第１光路と第２光路とで共有
される共有ミラーにより、ミラーの増加による装置の大型化を抑制することができる。以
上により、輝度ムラを抑制しつつ、小型化を両立するＨＵＤ装置を容易に提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態におけるＨＵＤ装置の移動体への搭載状態を示す模式図である。
【図２】一実施形態におけるＨＵＤ装置の構成、並びに第１光路及び第２光路を示す模式
図である。
【図３】一実施形態における調整機構を説明するための模式図であって、標準の位置を示
す図である。
【図４】一実施形態における調整機構を説明するための模式図であって、位置の調整後を
示す図である。
【図５】一実施形態における画像表示パネルの一部分を模式的に示す断面図である。
【図６】一実施形態における画像表示パネルの液晶画素を模式的に示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１１】
　図１に示すように、本発明の一実施形態によるＨＵＤ装置１００は、移動体の一種であ
る車両１に搭載され、インストルメントパネル２内に収容されている。ＨＵＤ装置１００
は、車両１の表示部材であるウインドシールド３に画像を投影する。これにより、ＨＵＤ
装置１００は、車両１の乗員（以下、車両乗員）に、かかる画像を虚像４として車両１の
室内から視認させる。すなわち、ウインドシールド３に反射される光が車両乗員のアイポ
イント５に到達し、車両乗員がアイポイント５へ到達する光を知覚する。これによって、
車両乗員は、車速、若しくは燃料残量等の車両状態値、又は道路情報、安全情報、若しく
は視界補助情報等の車両情報を、認識することができる。
【００１２】
　ここで、車両１において、ウインドシールド３の室内側の面は、画像が投影される投影
面３ａを湾曲する凹面状又は平坦な平面状等に形成されている。このようなウインドシー
ルド３の形状は、一般的に、車両１の用途あるいはデザイン等に基づいて車両メーカによ
り設定されている。なお、車両１においてウインドシールド３は、室内側の面と室外側の
面とで、角度差を有するものであってもよいし、あるいは蒸着膜ないしはフィルム等を投
影面３ａに設けたものであってもよい。さらには、ウインドシールド３の代わりに、車両
１と別体となっている表示部材であるコンバイナを車両１内に設置して、当該コンバイナ
の投影面に画像を投影するものであってもよい。
【００１３】
　このような機能を実現するＨＵＤ装置１００の具体的構成を、図２～６に基づいて、以
下に説明する。ＨＵＤ装置１００は、光源１０、レンズアレイ１２、共有ミラー１４、凹
面ミラー１６、平面ミラー１８、画像表示パネル２０、及び非球面ミラー２２を備えてい
る。
【００１４】
　図２に示すように、光源１０は、発光ダイオード１０ａ（以下、ＬＥＤ）を配列してな
るＬＥＤアレイであり、特に本実施形態では、光源用回路基板１０ｂ上において、３つの
ＬＥＤ１０ａが等間隔かつ一直線上に配列されている。各ＬＥＤ１０ａは、光源用回路基
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板１０ｂ上の配線パターン（図示しない）を通して電源（図示しない）と電気的に接続さ
れている。各ＬＥＤ１０ａは、通電により白色に発光することで、光源からレンズアレイ
に至る光路３０ａが形成される。特に本実施形態のＬＥＤ１０ａでは、青色ＬＥＤを蛍光
体で覆うことにより、擬似白色での発光が実現される。
【００１５】
　レンズアレイ１２は、凸レンズ１２ａをＬＥＤアレイの配列方向に合わせて一体的に配
列してなるレンズアレイである。より具体的に、例えば各凸レンズ１２ａは、合成樹脂な
いしはガラス等からなり、光源１０側の入射面１２ｂを滑らかな平面状、射出面１２ｃを
滑らかな凸面状に形成される平凸レンズである。そして、各凸レンズ１２ａは、対応する
各ＬＥＤ１０ａから入射する光を、共有ミラー１４に投射する。これにより、レンズアレ
イ１２から共有ミラー１４に至る光路３０ｂが形成される。
【００１６】
　また、レンズアレイ１２は、調整機構１３を有している。調整機構１３は、電気的に接
続された外部コントローラ（図示しない）からの駆動信号に従って、レンズアレイ１２の
各凸レンズ１２ａの位置を調整する。より詳細には、図３，４に示すように、調整機構１
３は、配列方向（又は入射面側の光路に実質垂直な方向）に沿った平面上において、各凸
レンズ１２ａを微小移動させることにより、光源１０からの光に対する各凸レンズ１２ａ
の相対位置を調整する。
【００１７】
　図２に示すように、共有ミラー１４は、合成樹脂ないしはガラス等からなる基材の表面
に、反射面１４ａとしてアルミニウムを蒸着させること等により形成される。特に本実施
形態の共有ミラー１４は、反射面１４ａが滑らかな平面状に形成される平面ミラーとなっ
ている。そして、共有ミラー１４は、レンズアレイ１２からの光を、方向を変えて凹面ミ
ラー１６に向けて反射する。これにより、共有ミラー１４から凹面ミラー１６に至る光路
３０ｃが形成される。
【００１８】
　凹面ミラー１６は、合成樹脂ないしはガラス等からなる基材の表面に、反射面１６ａと
してアルミニウムを蒸着させること等により形成される。反射面１６ａは、滑らかな凹面
状に形成されている。そして、凹面ミラー１６は、共有ミラー１４からの光を、方向を変
えて平面ミラー１８に向けて反射する。これにより、凹面ミラー１６から平面ミラー１８
に至る光路３０ｄが形成される。
【００１９】
　平面ミラー１８は、合成樹脂ないしはガラス等からなる基材の表面に、反射面１８ａと
してアルミニウムを蒸着させること等により形成される。反射面１８ａは、滑らかな平面
状に形成されている。そして、平面ミラー１８は、凹面ミラー１６からの光を、方向を変
えて画像表示パネル２０に向けて反射する。かかる反射光が、画像表示パネル２０の法線
方向に沿って照明されるように、平面ミラー１８は、画像表示パネル２０の法線方向に向
き合って、かつ傾斜して配置される。これにより、平面ミラー１８から画像表示パネル２
０に至る光路３０ｅが形成される。
【００２０】
　図５，６に示す本実施形態の画像表示パネル２０は、入射面２０ａに照明された光を透
過することにより画像を形成し、当該画像を射出面２０ｂから発光表示する透過型液晶パ
ネルである。より詳細には、画像表示パネル２０は、２次元方向に配された複数の液晶画
素２１から形成されるドットマトリクス型のＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パネル
である。画像表示パネル２０では、一対の偏光板２０ｃ、当該一対の偏光板２０ｃに挟ま
れた一対の透明電極２０ｄ、一対の透明電極２０ｄに挟まれた液晶層２０ｅ、及びその他
カラーフィルタ２０ｆ等が積層されている。偏光板２０ｃは、ｘ方向に偏光した入射光を
透過させ、かつ、ｙ方向に偏光した光を遮光する性質を有し、例えば一対の偏光板２０ｃ
は、互いにｘ方向を実質直交して配置される。一対の透明電極２０ｄは、配線部２１ａを
通じて、外部コントローラと電気的に接続されて、外部コントローラの電気信号により電
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極２０ｄ間に電圧を印加可能となっている。液晶層２０ｅは、例えばネマティック液晶等
の液晶分子を主成分とする溶液が充填された層である。液晶層２０ｅでは、一対の透明電
極２０ｄ間の印加電圧により、液晶分子の配向方向が制御されて、印加電圧に応じて液晶
層２０ｅに入射する光の偏光方向を変化させることが可能となっている。液晶層２０ｅの
厚みＴＬＣは、最大透過率に対応する所定電圧（例えば０Ｖ）の場合に、液晶層２０ｅの
法線方向から入射する光の偏光方向が、液晶層２０ｅの透過により９０度変化するような
厚みに設定されている。各液晶画素２１は、画像非形成部である配線部２１ａと、当該配
線部２１ａに囲まれて画像を形成する開口部２１ｂを形成している。カラーフィルタ２０
ｆは、液晶画素２１毎に、例えばＲＧＢのいずれかが割り振られている。
【００２１】
　かかる構成により、各液晶画素２１において印加電圧を制御することで光源からの光の
透過率を制御し、画像表示パネル２０として画像を、画像の光として発光表示する。画像
表示パネル２０にて発光表示された光は、図２に示すように、共有ミラー１４に向かう。
これにより、画像表示パネル２０から共有ミラー１４に至る光路３２ａが形成される。共
有ミラー１４では、画像表示パネル２０からの光を、方向を変えて非球面ミラー２２に向
けて反射する。そして、共有ミラー１４から非球面ミラー２２に至る光路３２ｂが形成さ
れる。
【００２２】
　非球面ミラー２２は、合成樹脂ないしはガラス等からなる基材の表面に、反射面２２ａ
としてアルミニウムを蒸着させること等により形成される。そして、非球面ミラー２２は
、共有ミラー１４からの光を、方向を変えてウインドシールド３に向けて反射する。これ
により、非球面ミラー２２からウインドシールド３に至る光路３２ｃが形成される。ここ
で、反射面２２ａは、滑らかな凹面状に形成されている。さらに、反射面２２ａは、車両
１のウインドシールド３の投影面３ａに投影される画像に生ずる歪曲収差を主とする収差
を抑制するため、当該投影面３ａの形状に応じた非球面状に形成されている。
【００２３】
　以上の構成では、光源１０から、レンズアレイ１２、共有ミラー１４、凹面ミラー１６
、及び平面ミラー１８を経て、画像表示パネル２０に至る第１光路３０が形成され、画像
表示パネルは、第１光路を経由した光源からの光によって照明される。換言すると、第１
光路３０は、前に説明した光路３０ａ，３０ｂ，３０ｃ，３０ｄ，及び３０ｅによって形
成されている。
【００２４】
　ここで、画像表示パネル２０を照明する光は、各ＬＥＤ１０ａの光のそれぞれが光束と
して画像表示パネル２０の入射面２０ａの広範囲を照明するように、第１光路３０におい
て照明範囲が設定される。なおかつ、かかる光束において入射面２０ａの一箇所に入射す
る光の入射角と、別の一箇所に入射する光の入射角の差を低減するように、第１光路３０
において光束の照射角が調整される。
【００２５】
　特に本実施形態では、第１光路３０のうち、主にレンズアレイ１２が、画像表示パネル
２０に照明される照明範囲を調整する調整部品として機能している。そして、レンズアレ
イ１２から投射される光束の径が、第１光路３０に沿って進むにつれて拡大する。そして
、光束径が共有ミラー１４を経た後も拡大されて、凹面ミラー１６に入射する。第１光路
３０のうち、主に凹面ミラー１６が、拡大された光束の、画像表示パネル２０に照明され
る照射角を調整する調整部材として機能している。なお、図２では、第１光路を進む光束
を破線で模式的に示している。
【００２６】
　また、画像表示パネル２０から、共有ミラー１４、及び非球面ミラー２２を経て、ウイ
ンドシールド３の投影面３ａに至る第２光路３２が形成され、画像表示パネル２０は、発
光表示される画像を、第２光路３２を経由して投影面３ａに投影する。換言すると、第２
光路３２は、前に説明した光路３２ａ，３２ｂ，及び３２ｃによって形成される。
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【００２７】
　そして、第１光路３０と第２光路３２とで共有される共有ミラー１４は、第１光路３０
において、光源１０からの光を反射して画像表示パネル２０側に導くと共に、第２光路３
２において画像の光を反射して投影面３ａ側に導く。
【００２８】
　共有ミラー１４において、第１光路３０における光源１０からの光と第２光路３２にお
ける画像の光とが干渉することを避けるように、第１光路３０と第２光路３２が形成され
ている。具体的には、反射面１４ａに入射する第１光路３０における光束の入射方向、反
射面１４ａから反射される第１光路３０における光束の反射方向、反射面１４ａに入射す
る第２光路３２における光束の入射方向、及び反射面１４ａから反射される第２光路３２
における光束の反射方向が、互いに重なりを避けて設定されている。このため、本実施形
態の第１光路３０のうち、光源１０と共有ミラー１４との間において、範囲設定部材とし
てのレンズアレイ１２が配置され、かつ、第１光路３０のうち、共有ミラー１４と画像表
示パネル２０との間において、角度設定部材としての凹面ミラー１６が配置されている。
【００２９】
　なお、第２光路３２を構成するミラー１４，２２のうち、仮に非球面ミラー２２を共有
とすると、反射面２２ａの形状により、共有となるミラーが第１光路３０において、光源
１０からの光を反射して画像表示パネル２０側に導くときに照度ムラが発生する。このた
め、第２光路３２を構成するミラー１４，２２のうち、平面状のミラーを共有ミラー１４
としているのである。
【００３０】
　（作用効果）
　以上説明した本実施形態の作用効果を以下に説明する。
【００３１】
　本実施形態のＨＵＤ装置１００は、車両１の限られたスペースに搭載されるので、小型
化が必要となる。そして、画像表示パネル２０は、光源１０から第１光路３０を経由した
光によって発光表示する画像を、第２光路３２を経由して投影面３ａに投影する。ここで
、画像の輝度ムラを抑制するためには、画像表示パネル２０における光の照度ムラを抑制
する必要がある。そこで、第１光路３０において、光源１０からの光を反射して画像表示
パネル２０側に導くミラーにより、第１光路３０に沿った幾何学的距離を確保することが
できる。さらには、第１光路３０と第２光路３２とで共有される共有ミラー１４により、
ミラーの増加による装置１００の大型化を抑制することができる。以上により、輝度ムラ
を抑制しつつ、小型化を両立するＨＵＤ装置１００を容易に提供することができる。
【００３２】
　また、本実施形態によると、透過型液晶パネルである画像表示パネル２０の法線方向に
沿って照明される光は、液晶媒質中において光の偏光方向が正しく制御される。したがっ
て、コントラストの低下や色調の変化を抑制することができる。
【００３３】
　また、本実施形態によると、照明範囲を設定するレンズアレイ１２が、光源１０と共有
ミラー１４との間に配置され、照射角を設定する凹面ミラー１６が、共有ミラー１４と画
像表示パネル２０との間に配置される。これによれば、第１光路３０において光束径が拡
大する途中に、すなわち光束径が小さいうちに共有ミラー１４に光源１０からの光が入射
及び反射する。したがって、共有ミラー１４を経由する光源１０からの光と画像の光との
入射方向及び反射方向が重なる配置の回避が容易となる。
【００３４】
　また、本実施形態によると、共有ミラー１４の配置に誤差が生じて照明範囲がずれた場
合、第１光路３０での光源１０と共有ミラー１４との間に備えられるレンズアレイ１２の
位置を調整させる調整機構１３により、第２光路３２での投影の状態への影響を抑制しつ
つ、照明範囲のずれを補正することが可能となる。
【００３５】
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　また、本実施形態によると、平面状のミラーである簡素な構成の共有ミラー１４により
、各光路３０，３２の照明や投影の状態への影響を抑制して、距離を確保することができ
る。したがって、輝度ムラを抑制しつつ、小型化を両立するＨＵＤ装置を容易に製造する
ことができる。
【００３６】
　（他の実施形態）
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、当該実施形態に限定して解
釈されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々の実施形態に適用
することができる。
【００３７】
　具体的に変形例１では、光源１０には、１つのＬＥＤ１０ａを用いてもよく、ＬＥＤ１
０ａ以外の水銀ランプ等を用いてもよい。
【００３８】
　変形例２では、画像表示パネル２０は、他の方式の透過型液晶パネルであってもよい。
また、透過型液晶パネルに限られず、反射型液晶パネル等であってもよい。
【００３９】
　変形例３では、第１光路３０及び第２光路３２を形成するミラー等の光学部材１２，１
４，１６，１８，２２は、配置の順番は先の実施形態に囚われない。また、共有ミラー１
４を除くミラー１６，１８，２２をレンズに置換すること、あるいはミラー、レンズ、又
はプリズム等の光学部材を追加すること等が可能である。
【００４０】
　変形例４では、調整機構１３を備えていなくてもよい。
【００４１】
　変形例５では、共有ミラー１４は、反射面１４ａを平面状以外の凹面状等に形成されて
いてもよい。
【００４２】
　変形例６では、非球面ミラー２２は、当該非球面ミラー２２を揺動駆動することで虚像
の結像位置を上下させる揺動機構を有していてもよい。
【００４３】
　変形例７では、車両１以外の船舶ないしは飛行機等の各種移動体（輸送機器）に、本発
明を適用してもよい。
【符号の説明】
【００４４】
　１００　ＨＵＤ装置、１　車両、３ａ　投影面、４　虚像、１０　光源、１２　レンズ
アレイ、１３　調整機構、１４　共有ミラー、１６　凹面ミラー、２０　画像表示パネル
、３０　第１光路、３２　第２光路
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